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全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た

　二
〇
二
三
年
一
〇
月
二
九
日
、
全

国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

全
国
連
協
）
は
東
京
都
文
京
区
内
で

二
〇
二
三
年
度
（
二
〇
二
三
年
一
〇
月

か
ら
の
一
年
間
）
の
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
会
場
四
五
名
の

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、

全
国
六
五
地
点
以
上
か
ら
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
活
動

報
告
、
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
監

査
報
告
を
受
け
た
の
ち
、
い
ず
れ
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、「
学
童
保

育
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」
を
確
認
し
、

今
年
度
の
活
動
方
針
（
今
月
号
の
本
誌

七
一
頁
に
掲
載
）
と
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　総
会
で
選
出
さ
れ
た
今
年
度
の
全
国

連
協
役
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

◆
会
長

　戸
塚
丈
夫（
三
多
摩
・
保
護
者
・

再
）

◆
副
会
長

　飛
鳥
井
祐
貴
（
神
奈
川
・

指
導
員
・
再
）、
出
射
雅
子
（
京
都
・

保
護
者
・
再
）、
小
野
さ
と
み
（
三
多

摩
・
指
導
員
・
再
）、
角
野
い
ず
み
（
岡

山
・
指
導
員
・
再
）、
賀
屋
哲
男
（
愛

知
・
専
従
職
員
・
再
）、
川
崎
み
ゆ
き

（
大
阪
・
指
導
員
・
再
）、小
平
善
幸
（
長

崎
・
保
護
者
・
新
）、
佐
藤
正
美
（
埼

玉
・
指
導
員
・
再
）、
重
木
奈
穂
美
（
石

川
・
指
導
員
・
再
）、
中
野
明
彦
（
奈

良
・
保
護
者
・
再
）、
西
田
隆
良
（
埼

玉
・
保
護
者
・
再
）、
平
井
茜
（
神
奈

川
・
指
導
員
・
再
）、
門
田
弘
之
（
岩

手
・
指
導
員
・
新
）（
五
十
音
順
）

◆
事
務
局
長

　高
橋
誠（
東
京
・
指
導
員
・

再
）

◆
事
務
局
次
長

　佐
藤
愛
子
（
職
員
・

ま
し
た
。
両
日
あ
わ
せ
て
、
全
国
各
地

か
ら
四
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
人
々
が
参

加
し
、
大
い
に
学
び
、
語
り
あ
い
ま
し

た
。　二

日
間
の
模
様
は
、
本
誌
二
〇
二
四

年
二
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

い
ま
こ
そ
、
常
勤
職
員
の

複
数
配
置
の
実
現
を

　二
〇
二
三
年
一
一
月
六
日
、「
自
由
民

主
党
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

推
進
議
員
の
会
」
の
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
現
在
、
学
童
保
育
に
関
わ
る

議
員
連
盟
は
二
つ
。
も
う
一
つ
は
超
党

派
の
国
会
議
員
で
構
成
さ
れ
る
「
公
的

責
任
に
お
け
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
）
の
抜
本
的
拡
充
を
目
指
す
議

員
連
盟
」）。

　こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
、
長
官
官
房
審

議
官
（
総
合
政
策
等
担
当
）
を
は
じ
め

五
名
、
文
部
科
学
省
か
ら
、
総
合
教
育

政
策
局
政
策
課
長
を
は
じ
め
三
名
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
は
、
放
課
後
児

協
議
会
だ
よ
り

再
）、
千
葉
智
生
（
職
員
・
再
）

第
58
回
全
国
学
童
保
育
研

究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た

　全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
（
以
下
、

全
国
研
。
主
催
・
全
国
連
協
）
は
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
み
ん
な
で
試
行
錯

誤
を
重
ね
な
が
ら
、
開
催
を
つ
づ
け
て

き
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
の
第
58
回
全
国
研
は
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
「
参
加
者
同
士
の
交
流
」

に
近
づ
け
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
四
年
ぶ
り
に
全
体

会
・
分
科
会
と
も
に
会
場
を
設
け
て
行

い
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
一
一
月
四
日

の
全
体
会
は
、
東
京
都
多
摩
市
の
「
パ

ル
テ
ノ
ン
多
摩
」
に
約
五
〇
〇
名
が
集

い
ま
し
た
。

　翌
日
の
五
日
は
「
全
国
研
な
ら
で
は
」

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
多
様
な
テ
ー
マ

の
分
科
会
を
実
施
し
、
四
二
テ
ー
マ
の

う
ち
一
一
テ
ー
マ
の
分
科
会
を
、
神
奈

川
県
相
模
原
市
の
「
桜
美
林
大
学
プ
ラ

ネ
ッ
ト
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
行
い
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童
ク
ラ
ブ
の
実
施
状
況
の
調
査
に
つ
い

て
、
速
報
値
の
公
表
は
は
じ
め
て
で
あ
っ

た
こ
と
、
二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
日
時

点
の
待
機
児
童
数
調
査
を
行
う
こ
と
、

同
年
六
月
一
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
で
「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る

観
点
か
ら
常
勤
職
員
配
置
の
改
善
」
と

い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
を
受
け
て
、
議
員
連
盟
か
ら
「
常

勤
職
員
配
置
の
改
善
」
の
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
こ
ど
も
家
庭

庁
成
育
局
成
育
環
境
課
長
か
ら
「
処
遇

の
引
き
上
げ
を
財
務
省
と
調
整
し
て
い

る
。
来
年
度
予
算
編
成
に
反
映
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。＊

　
　
　
　＊

　
　
　
　＊

　厚
生
労
働
省
が
行
っ
て
き
た
実
施
状

況
調
査
で
は
「
常
勤
職
員
」
を
「
原
則

と
し
て
施
設
で
定
め
た
勤
務
時
間
（
所

定
労
働
時
間
）
の
す
べ
て
を
勤
務
す
る

者
を
い
う
。
ま
た
、
一
日
六
時
間
以
上

か
つ
月
二
〇
日
以
上
勤
務
す
る
者
は
、

上
記
に
か
か
わ
ら
ず
常
勤
職
員
と
す
る

こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　社
会
的
に
は
「
常
勤
職
員
」
と
は
一

日
八
時
間
勤
務
の
正
規
職
員
を
さ
し
ま

す
が
、
こ
の
定
義
だ
と
極
論
す
る
と
、

施
設
で
定
め
た
勤
務
時
間
が
四
時
間
で

あ
れ
ば
、
一
日
四
時
間
勤
務
で
も
「
常

勤
職
員
」
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
、「
八

時
間
勤
務
一
名
分
」
の
人
件
費
で
、「
四

時
間
勤
務
」
の
職
員
二
名
を
勤
務
さ
せ

て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

　本
来
で
あ
れ
ば
、
専
門
的
な
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
た
指
導
員
が
長
期
的

に
安
定
し
て
雇
用
さ
れ
、
職
員
同
士
で

子
ど
も
観
・
保
育
観
に
つ
い
て
の
共
通

理
解
を
図
り
な
が
ら
力
量
を
向
上
さ
せ

つ
つ
、
子
ど
も
と
継
続
的
に
関
わ
り
、

職
員
集
団
と
し
て
保
育
実
践
を
積
み
重

ね
、
子
ど
も
の
生
活
の
場
を
保
障
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

　継
続
的
に
子
ど
も
と
関
わ
り
、
責
任

を
持
っ
て
保
育
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

勤
務
形
態
で
運
営
さ
れ
て
い
る
現
場
（
短

時
間
・
短
期
間
勤
務
の
指
導
員
だ
け
が

細
切
れ
で
勤
務
す
る
な
ど
）
で
は
、
保

育
と
職
場
運
営
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
耳
に
し
ま
す
。

　か
つ
て
、
国
の
補
助
金
で
は
、「
児

童
数
三
六
〜
四
五
人
規
模
」
の
場
合
の

人
件
費
の
考
え
方
は
、
平
日
六
時
間
勤

務
の
非
常
勤
職
員
（
年
収
一
七
四
万
円

程
度
）
三
人
分
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
し

た
。　こ

れ
が
、
二
〇
一
七
年
度
以
降
、
以

下
の
内
容
に
変
更
さ
れ
、
現
在
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
（
●
が
変
更
点
）。

●
年
収
三
一
〇
万
円
程
度
（
福
祉
職
俸

給
表
に
よ
る
常
勤
職
員
）

＊
年
収
一
八
一
万
円
程
度
（
平
日
六
時

間
勤
務
の
非
常
勤
職
員
）

＊
年
収
一
八
一
万
円
程
度
（
平
日
六
時

間
勤
務
の
非
常
勤
職
員
）

　こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
た
び

国
が
示
し
た
「
常
勤
職
員
配
置
の
改
善
」

に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
年
収
三
一
〇
万
円
程
度
（
福
祉
職
俸

給
表
に
よ
る
常
勤
職
員
）

●
年
収
三
一
〇
万
円
程
度
（
福
祉
職
俸

給
表
に
よ
る
常
勤
職
員
）

＊
年
収
一
八
一
万
円
程
度
（
平
日
六
時

間
勤
務
の
非
常
勤
職
員
）

　二
〇
一
五
年
以
降
、
一
部
の
市
町
村

で
は
指
導
員
の
処
遇
改
善
が
進
め
ら
れ
、

「
常
勤
職
員
の
複
数
配
置
」
が
実
現
し
た

こ
と
で
、
指
導
員
が
子
ど
も
や
保
護
者

へ
の
理
解
を
深
め
、
学
童
保
育
が
子
ど

も
に
と
っ
て
の
「
生
活
の
場
」
と
な
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

　二
〇
二
二
年
に
「
放
課
後
児
童
支
援

員
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
」
が
実

施
さ
れ
た
と
き
に
は
、
い
く
つ
か
の
地

域
か
ら
、「
指
導
員
の
『
専
門
職
と
し
て

の
自
覚
』
が
高
ま
り
、
継
続
し
て
勤
務

す
る
こ
と
（
指
導
員
の
定
着
）
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
の
声
も
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　「こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
」
に
「
常
勤

職
員
配
置
の
改
善
」
と
い
う
文
言
が
示

さ
れ
た
こ
の
機
会
も
活
用
し
て
、
学
童

保
育
の
役
割
や
生
活
内
容
、
指
導
員
の

仕
事
に
つ
い
て
自
分
た
ち
自
身
で
た
し

か
め
る
と
と
も
に
、
社
会
的
理
解
を
さ

ら
に
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


